
H26.8.1 現在

多治見市 瑞　浪　市 土　岐　市 合　　計
人　口（人） 114,452 39,477 60,576 214,505
世帯数（戸） 44,993 15,029 23,780 83,802
面　積（㎢） 91.24 175.00 116.16 382.40

構成市の状況
「東濃西部広域だより」とは、東濃西部の三市（多治見市、瑞浪市、土岐市）

の共同事務処理を行う広域行政機構「東濃西部広域行政事務組合」が、そ
の事業内容を圏域の皆さんに知っていただくために発行している広報紙で
す。年に２回（10月と3月）発行しています。

「東濃西部広域行政事務組合」は、医師確保奨学資金等の貸付、看護専門学校
の管理運営、青少年の健全育成及び非行防止、広域にわたる職員研修、広域
産業観光の振興、犬の登録及び狂犬病予防、巡回型の消費生活相談、ふるさ
と市町村圏基金の設置及び管理運営に関する事務などを行っています。

多治見市
瑞 浪 市
土 岐 市

岐
阜
県

愛犬家の皆様へ ～今年度の狂犬病予防注射の接種はお済ですか？～
生後91日以上の犬を飼っている方は、その犬の登録（生涯1回）と毎年1回の狂犬病予防注射を行うことが法律

で義務付けられています。
今年度、狂犬病予防注射のお済でない所有者の方に、10月に再度「予防注射の案内

ハガキ」をお送りします。受け取った方は、このハガキを持参し、動物病院にて予防注
射を受けてください。また、予防注射を受けたが、注射済票の交付申請を行っていない
方にもハガキが届きますので、下記の窓口で交付申請を受けてください。（＊土岐市の
み各支所でも申請出来ます。）

※この事業に対し、東濃西部ふるさと活性化基金補助金を交付しています。

東濃西部広域行政事務組合　23-1111（内線491）　瑞浪市役所 環境課　68-9806（直通）
多治見市役所 環境課　22-1111（内線1334）　　　土岐市役所 環境課　54-1111（内線252）
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オープンキャンパスの様子一般入学試験（一次募集で定員に達したときは、二次募集は行いません）
課 程 看護学科（２年課程　昼間定時制　修業年限３年）
募集人員 推薦入学と合わせて 40人

受験資格 （１）高等学校を卒業している准看護師（平成 27年 3月卒業見込者を含む）
（２）中学校を卒業し、准看護師免許取得後 3年以上実務経験を有する准看護師

出願受付

（１）期　　間：【一次募集】平成26年12月 8 日(月)～平成26年12月25日(木)
	 ：【二次募集】平成27年 2 月19日(木)～平成27年 2 月25日(水)
	 　（土、日曜日及び祝日を除く。郵送の場合は、最終日必着）
（２）時　　間：午前 9時～午後 5時
（３）場　　所：東濃看護専門学校（土岐市土岐津町土岐口 703番地の 24）
（４）入学試験料：10,000 円（出願時に納入　郵送の場合は現金書留で送付）
受験票は後日送付するので、封筒（長３）に郵便番号、住所、氏名を記入の上、392円分の切手を貼付したものを提
出すること。（郵送の場合は、同封）
※出願書類は、東濃看護専門学校ホームページ（http://tono-seibu.org/to-no-n.c/ index.html）からダウンロードできます。

入学試験

（１）試験日時 :【一次募集】平成27年 1 月14日(水)　午前9時30分～午後5時
	 :【二次募集】平成27年 3 月 2 日(月)　午前9時30分～午後5時
（２）受　　付：午前8時50分～9時20分
（３）会　　場：東濃看護専門学校
（４）試験科目：国語（古典を除く）、数学、看護学、面接

合格発表
【一次募集】平成 27年 1月 27日 ( 火 )　【二次募集】平成 27年 3月 10日（火）
午前 9時、本校玄関・ホームページに掲示し、合格者には郵送で通知します。
（電話での問い合わせには一切応じません）

入学金及び授業料等の費用� 平成27年４月現在

入学金（１年次のみ） ①授　業　料（年額） ②教材・実習費（年額）
③施設整備協力金

（多治見市、瑞浪市、土岐市に
住所のない者）

１００，０００円 ３６０，０００円 ６０，０００円 ２００，０００円

※①授業料、②教材・実習費は、前期と後期に分けて納入します。
※③施設整備協力金は、前期授業料等と同時に納入します。
※その他に、授業・実習にかかわる教科書・参考書代・実習衣代・交通費等の負担や傷害保険の保険料ほかの負担があります

全国的に看護師不足が深刻な問題となっています。看護師修学資金貸付制度は、多治見市、瑞浪市又は土岐市の区域内
の病院等で勤務する看護師の人員を確保するため、東濃看護専門学校へ入学する生徒を対象に卒業後、多治見市、瑞浪市
又は土岐市の区域内の病院等で看護師として就業する意欲のある方に対し修学資金の貸し付けを行う制度です。

制度の概要
貸付対象者 多治見市、瑞浪市又は土岐市の区域内の病院等（医療法第1条の5に規定する病院若しくは診療所又は介護保険法第8条第

27項に規定する介護老人保健施設）において、看護師の業務に従事しようとする方で、東濃看護専門学校に在籍している方
貸 付 額 月額 3万円（3年間で最高 108万円）
貸 付 人 数 各学年 15人程度　※選考により決定します。
利 　　 息 無利息（ただし、正当な理由がなく返還すべき日までに返還されない場合には、年 5.0％の延滞利息が発生します）

※貸し付けを受け、看護師免許取得後、多治見市、瑞浪市又は土岐市の区域内の病院等に一定期間（最長 2年間）勤務すると返還が免除されます。
ただし、返還免除の要件を　満たさない場合は返還が必要です。

看護師になるための支援をしています

平成27年度　東濃看護専門学校の入学生を募集します！
本校は、平成 6年に地域の看護水準の向上を願って東濃西部広域行政事務組合が設立した

看護専門学校です。「人間愛と創造」の精神に則り、地域住民の健康と福祉に寄与する看護師
を育成しています。
看護学校への進学をお考えの准看護師の皆さま、この学校で国家資格である看護師を目指

してみませんか。昼間定時制の学校なので働きながら学ぶことができます。

問い合わせ　東濃看護専門学校（55-8181）

東濃西部広域行政事務組合2



Ⅰ．職員数の状況� （単位：人）
平成25年4月1日現在 平成26年4月1日現在

一般行政職 4 4
看護保健職 9 9

Ⅱ．職員の給与の状況
１　人件費の状況（平成25年度普通会計決算見込み）�（単位：人 ,千円 ,％）	
住民基本台
帳人口（25年

度末）
歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B/A）

(参考)
前年度の
人件費率

214,562 355,317 9,667 121,567 34.2 34.8

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含みます。

２　職員給与費の状況（平成26年度普通会計当初予算）� （単位：人 ,千円）

職員数（A）
給　　与　　費 1人当たり給与費

（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計  （B）
13 53,782 10,109 19,085 82,976 6,383

※①職員手当には退職手当、児童手当を含んでいません。
　②給料とは基本給のことです。
　③給与費とは基本給に各種手当を加えたもので職員が受け取る総支給額になります。

３　職員の平均年齢及び平均給料月額の状況（各年4月1日現在）�（単位：歳 ,円）
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職
平成26年 42歳 7 月 337,600 428,400
平成25年 42歳10月 332,200 414,800

看護保健職
平成26年 47歳 0 月 328,800 375,800
平成25年 47歳 6 月 338,000 391,800

※平均給与月額とは、平均給料月額と月ごとに支払われることとされている諸手当
の額（期末手当・勤勉手当は含みません）を合計したものです。

４　一般行政職の級別職員数の状況（平成26年4月1日現在）�（単位：人 ,％）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
３級 主査 1 25.0
４級 係長 2 50.0
５級 課長補佐 0 　　0
６級 事務局長・課長 1 25.0
計 4 －

５　職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当（平成25年度）� （単位：月分）

支給割合 期末 勤勉
6月期 1.225（0.65） 0.675（0.325）
12月期 1.375（0.80） 0.675（0.325）
計 2.60（1.45） 1.35（0.65）
職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

※支給割合は、一般の職員の支給割合、（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

（２）地域手当（平成26年4月1日現在）�
支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）
3％ 3人 3％

（３）特殊勤務手当（平成26年4月1日現在）� （単位：円）
手当の種類 対象者 支　給　額

教育訓練手当（東濃看護専門学校におけ
る学生への教育訓練業務）

教育主任看護師 月額 25,500
教育看護師 月額 20,000

（４）時間外勤務手当（平成25年度）
時間外勤務時間数 170時間／年

職員1人当たり時間外勤務時間数 18.9時間／年

６　特別職の報酬等の状況（平成26年4月1日現在）� （単位：円）
区　　　分 報　酬　額

報酬
議長・副議長・議員 年額 12,000

監査委員
識見を有する者 日額 24,000
議 会 の 議 員 日額 12,000

Ⅲ .職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
１　職員の勤務時間（標準的なもの）

開始時刻 終了時刻 休憩時間 1週間の勤務時間
8時30分 17時15分 12時～13時 38時間45分

平成２６年 第２回議会定例会が開催されました

平成25年度決算額
歳入総額（一般会計+特別会計）

3億6,498万3,357円（前年比5.3%）
歳出総額（一般会計+特別会計）

3億5,531万6,007円（前年比4.1%）

詳細については広域組合ホームページで公表しています。

平成26年 7月 31日に平成26年第2回東濃西部広域行政事務組合議会定例会が開催
され、平成25年度一般会計、各特別会計の決算6件、条例改正2件、補正予算1件を原
案通り可決し、同日閉会しました。
可決された議案は次のとおりです。詳しくは、広域組合ホームページで公表しています。

●平成25年度東濃西部広域行政事務組合決算認定（6件）
●東濃西部広域行政事務組合特別会計条例及び東濃西部広域行政事務組合分担金条例の一部改正
●東濃地域医師確保奨学金等貸付条例の一部改正
●平成26年度東濃西部ふるさと活性化基金特別会計補正予算（第1号）

広域組合人事行政の運営状況を公表します

組合の情報公開条例第25条、個人情報保護条例第39条の規定により公開等の状況をお知らせします。（平成25年１月から平成25年12月まで）
○情報公開制度　公文書の公開請求・・・・・・・0件　　　　○個人情報保護制度　開示、訂正及び削除の請求・・・0件

情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況を公表します

２　年次有給休暇の状況（平成25年1月1日～平成25年12月31日）
制度の概要 平均取得日数

1年につき20日付与
※付与された翌年に限り繰越可能（最大40日） 8.8日

広域だより　平成26年 10月 3
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　事業者との契約やインターネットでのトラブル、借金問題など、誰に相談していいのか悩んでいませんか？
　消費生活相談窓口では、事業者との契約トラブルや借金問題などを相談することができます。もちろん無料！資格のある専門の
相談員が対応し、秘密も厳守。契約前の相談にも応じることができるので気軽に利用できます。事業者との交渉への助言、場合に
よっては事業者との間に入り、話し合いのお手伝いもしています。

　最近の相談では、通信販売や店舗販売での契約トラブルが目立ちま
す。消費者自ら商品を購入したり、契約をしているため、クーリング・オ
フなど無条件解約は適用されません。
　事業者の信用性の有無を確認することや、支払う前に再度契約内容を
見直すなど、消費者も、自分の身を守る消費者力を養う必要があります。
　インターネットの普及により、複雑な取引も増えています。常にアン
テナをはり、情報収集することも大切です。

平成25年度の相談

メールでの相談／kouiki@tono-seibu.org

店舗販売
訪問販売

電話勧誘販売
通信販売

多重債務
その他

問い合わせ

106件
32件

58件

271件

39件
43件

17件

東濃西部少年センターでは、三市 200名の少年指導員さんと共に、関係公的機関や各種団体との連携を深め、
子ども・若者の健全な育成支援のために次のような業務を行っています。

「声かけ活動」のねらいは、青
少年の育成支援と迷惑行為、不良
行為の防止です。気軽な声かけ、
挨拶による相手との信頼関係構
築を第一としています。黄色いベ
スト・帽子の指導員さんが定期的
に「声かけ活動」に取り組んでい
ます。

「あんしんコール」は、携帯から
もつながります。「あんしんメール」
は、２４時間受け付けています。学校、
勉強、家庭、いじめ、非行などにつ
いて一人で悩んでいませんか?  少
年センターは、あなたを応援します。
力になります。

あんしんコール　0120-873-246（午前10時～午後５時　日、月曜休み）
あんしんメール　anshin55@crux.ocn.jp（24時間受付）
本人・保護者の方からのご連絡を待っています。秘密は守ります。

「声かけ活動」
「少年センターのおじさん、

おばさんです」

「啓発活動」
「おかえりなさい」
「こんにちは」

「相談活動」
「一人で悩まないで」
「まず相談を！！」

「若者から若者へ」を合言葉に、
若者自らが、主体的に関わる啓発
活動を駅周辺で実施しています。
「おかえりなさい」と声をかけなが
らポケットティッシュ等の啓発
グッズを配布し、交通安全、非行
防止、地域美化の啓発に取り組ん
でいます。

業務の３本柱

東濃西部少年センターの紹介


